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　Solne　 species 　of 　the　genus 　 1
’
ar （crtxct ・｛m ，1）elonging 　tQ　the　 subfamHy 　Cichoric）ideae　 of　the　fami】y

Compositae，　have　been　used 　as 　a　medicine 　called
“Pu　gong　ying

”in　China 　and
“
H （） k6 　ei

”
in　Japan

for　the　women
’
s　mammary 　tumor ，　st 〔｝mach 　tr〔，uble ，　etc ．　Ilowever．　several 　plants　of　Ixe’n

’
s，　Sonchzts，

Lactuca　and 　／
’ic・xis　genera 　し）f　Cichork）ideae　are 　als く） used 　as 　the　botanicai　origins 　of　Pu　gollg　ying

in　China，　The 　lipophilic　 c〔mstituents 　 of　the　latex　 corlsist 〔〕f　pentacyclic　triterpenoid　acetates ．〜〜℃
herein　report 　the　triterpenoid　constituen 仁s　of 　three　species 　of　subfamHy 　Cichorioideae，　viz ．　Son （／

’hzas
oleraceus ，鼠 asl）er 　and 　Youngia、ノal）oni （，α to　compare 　with 　those　of　the　Plants 　beめnging 　t（） Tarttvacum，
ihreris　and 　Picris．　 Thirty−four　triterpenoids 　isolated　fron1　しhe　fresh　roots 　of 　these 　plants　are
sumrnarized 　in ユ

’
ABLII　I．　 The 　 main 　 comp 〔｝unds 　 were ‘ound 　 t｛，　 be　 triterpenoid　 a ｝cohol 　 acetates

belonging　to　lupane，　 ursane ，　 oleanane ，　 and 　 migrated 　 ursane 　 and 　 oleanane 　groups ，　together　with 　the

correspond 至ng 　ketones，　 alc 〔〕hols，　 arユd　sorne 　acids ．　 In　addition ，　three　tetracyclic　triterpenoids、　 viz ，
butyrospermyl 　 acetate ．　 tirucalla．7，21・dien−3β・yl　 acetate 　and 　24．methylenecycloartanc ）ne ，　 were

isolated　in　a　sniall 　 arn ぐ，unt ．

Keyw ‘〕rds 　　 C 〔，mpositae ；Sonchits　o’8耀 c躍 5 ；Sonchus　as／）er ； Youngia　iaPonica；triしerpenoid

　 キ ク 科 Compositae タ ン ポ ポ 亜 科 Cichorioideaeの

Taraxacztm属 植 物 は 日 本 お よ び 中 国 で 1蒲 公 英 」と呼 ば れ，

占来 よ り婦 人 の 乳 腺 炎 や 慢 性 胃 炎 な ど に 用 い ら れ て き

た
D ．ま た 中国 で は タ ン ポ ポ 亜科植物 の Ixenls，　 Sonchzas．

Lactttca，　 Pic7is属植物 も同様 に 「蒲 公 英 1 と し て 用 い て い

る
2）．こ れ ら タ ン ポ ポ 亜科 に 属す る植物 は乳管．組織が 発達

し多量 の 乳 液 を 含 ん で い るの が 特徴 で あ る．こ の 乳液の 脂

溶性成 分 は リ
ー一

ベ ル マ ン 反 応 陽 性 で TLC に お い て トリテ

ル ペ ノ イ ドア セ テ ートと同
一

ス ポ ッ トを主 に 与 え る．我 々

は こ れまで キ ク科 タ ン ポ ポ 亜科植物 の 乳液成分 研 究 の
．．．・

環

と して カ ン サ イ タ ン ポ ポ TarLuaicum掴1＞onicum 　Ko エDZ ，：s〕，

ヤ ク シ ソ ウ Youngia 　denticulata（HOUTT ．＞KITAM，4），オ ォ

ジ シ バ リ 1hreris　debilis（TH 疋JNB ．）A ．　Gr｛AYr，｝，ニ ガ ナ 五

dentattt（THuNH ．）NAKAI5 ），コ ウ ゾ リナ 測 6漉 ltieraciθirles

LINN且 subsp ．メαカo瑠 α z （THuNB ．）KRYLov6 ・7）

，　L　chinensis

（THuNB ．）NAKAIB｝等 か ら 多数 の lupane，　oleanane ，　ursane

系 ト リテ ル ペ ノ イ ドと 共に新規 トリテ ル ベ ノ イ ドを報告 し

て い る．こ れ ら植物の トリ テ ル ペ ノ イ ド成分 は 主成 分 で は

ほ ぼ 同様 で あ る が微 量 成 分 で は それ ぞ れ 属 に よ り特徴 が あ

る．今 回東京都 で 採 集 した ノ ゲ シ Sonchtrks　oleracevms 　LINNE，

オ ニ ノ ゲ シ S．asper （LINNの H “．L，
，
オ ニ タ ビ ラ コ Youngfit

吻 ‘，航 α （LINNE） DC，の 新鮮根 の トリ テ ル ペ ノ イ ド成分 の

比 較 な ら び に 日本 で 蒲 公 英 と して 用 い られ て い る カ ン サ ．イ

タ ン ポ ポ とそ の 成 分 を比 較 す る 目的 で 研 究 を行 い 以
．
ドの 結

果が 得 られ た の で 報告 す る．

結　果 ・考　察

　 ノ ゲ シ，オ ニ ノ ゲ シ，オ ニ タ ビ ラ コ 新鮮根中に 存在 が確

認 さ れ た34種 の ト リテ ル ペ ノ イ ド成分 を TABLE　I，　 Chart　1

に示 す．い ずれ の 場合 もli誠 分 は lupane，　ursane ，〔〕leanane，

migrated 　 ursane ，　migrat ．ed 　 oleanane 群 5環 性 ト リテ ル ペ

ノ イドア ル コ
ー

ル の ア セ テ
ー

ト化合物 で あ っ た．こ れ らは

乳 液 の ：
．i三成分 と考 えら れ るが ，特 に lupenyi　acetate （1），

taraxasteryl　acetate （6） が 共通 して 比較的多量 に 含 まれ

て い た．また 4環 性 トリテル ペ ノ イドと して butyrospermyl

acetate 　（11），　tirucalla−7，21−dien・3β・yl　acetate 　（12），　24・

methylenecycloartan 〔）ne （21） の 3種 の 化合物 が 得 ら れ

た．
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TAI｝Lld 、　 Triterpenoids　Isolated　from　Some 　Cichorjoidcae　Plants

mp （℃ ）
Yield＊（％ 〕

SO SAl SA2 YJ
Ref．

Lupenyl　acetate 　（1）
Ger！丁lanicyl 　acetate 　（2）

β
．Amyrin 　acetate 〔3）

／
’
araxeryl 　acetate 　く4）

Multiflorenyl　acetate 〔5）

Taraxasteryl　acetate （6）
ψTaraxasteryl　 acctate （71
α
一Amyrin 　acetate 　（8）

Bauereny 屋acetate （9）
Isol）auerenyl 　ace 亡ate 　（10）
Butyrosperrnyl　 acetate （11）
Tirucalla．7、21．dien．3β．yl　acetate （12）
Lupenone 　〔13〕
Gei・mallicone （14：）

β
．A ［nyrenOIle 〔15＞

TaraxerOne （16）
Friedelin　（17）
Taraxasterone ｛18）
ψ・1

、
araxasterone 　〔19）

α
．AIllyrenぐme （2  ｝

24−）v’lethy］enL’（〕ycloartanone 　〔21）
LUpe 〔》H22 ｝

GeI・nianicol （23〕

β
・Amyrm （24）

Taraxerol （25）
Taraxasterol 〔26）

ψ
・Taraxasterr｝1 （27）

α
・Anlyrln　（28）

Betu［in　（29）
ErythrQdiol（30＞

Uvaol　〔31）
Betしilinic　ucid 　〔32）
Oleanolic　acid 　（33）
Ursolic　acid 　（34）

217−218279280242

．．243245
．．247

241242228
．229202
−203297298229

−230

215217

197．198

218−220

150−152

272．273

0．0439
 ．04060
，02800
．0047

0．02750
．0271

〔）．〔）533
〔〕．0072

0．〔〕0020
，0004

〔1．〔］003traceO

．〔［0020
．0002traceO

、〔）0050
．00010
．OH6

〔］．0046
〔］．〔｝1500
．0080

〔｝．01180
．Ol230
．Ol79Q
、0〔｝〔〕9G
．OGO50
、00080
，00140
．00820
，0056

〔1．05150
．04380
．02640
．00040
．〔100］．

0．02130
．0129

〔1．03730
，0019

〔1．OU43

0．〔）oor，
0．00040
．00030
．ooOlO
．〔）0090
．0003

O．0005

O．00260
，00260
．〔1〔）］60
，0〔｝240
．（1012

0．0〔）2工

0．〔｝4800
．03490
，0413

0．G6330
．（｝1190
，04820
．O〔）69

0，02490
．00780
，02400
．0〔〕270
．00130
．08440
．OO160
，01910
．Ol45

0．〔｝〔］27　　　0．00〔）8
0．0009　　　0．0（，H〕
tracetraCC

trace

0，01390
．00660
，0202　　　0．0087

〔）．0455　　　D，0059
0．0〔｝68　　　0．0172
〔〕．｛〕185　　 0．0184
0．0244　　　0．0089

0，0033　　　0．Ol29　　　0，0009
0、OO48　　　0．0075　　　0．OOO5

一
8888888888888889688808888888i7l

！

H77

＊Yield　 based　 orl　dried　 plant　 materials 　 af ヒer 　 remQval 　 of 　 water 　by　 azeotropic 　 distillation．　 SO ； Son（／
’hzas

θla7’acezes，　SAI ：Sonchus　zasかer （January），SA2 ：Sonchus 姆 ）er （June），YJ ： y碗   昭 ．メ砂 θ窺 （］a．

　 ノ ゲ シか ら は 計30種 の 化合物が 確認 され た が ，その り ち

4 環 忙 化 合 物 21 が ノ ゲ ン の み か ら得 られ た，オ ニ ノ ゲ シ

は 1 月 に 採 集 した 植物 か ら は 25種 の ，6 月 に 採 集 した 植 物

か ら は2王種 の 化合物の 存在 が 確認 され， 1・リテ ル ペ ノ イ ド

ア ル コ
…

ル の ア セ テ
ート，ア ル コ

…ル お よび 峻等の 化合物

は 殆 ど 同 じで あ っ た．しか し ｛月 に 採．集 した 材 料 か らケ ト

ン 化 合物 が 検 出 され た の に 対 し 6月 に採集 した 材料 か らは

殆 ど 認 め ら れ な か っ た．ま た 1月に 採集 した 材
．
料 に は 認 め

られ な か っ た 4 環 性 化 合 物 11，12 が 6 月に 採．集 した 材 料 か

ら は確 認 さ れ た、オ ニ タ ビ ラ コ か ら も18種 の トリテ ル ペ ノ

イ ド化合物 が確認 さ れ た が ，同様 に トリテ ル ペ ノ イ ドア ル

コ
ー一ル の ア セ テートが 主成 分 で あ っ た．しか し ト リテ ル ペ

ノ イ ドケ トン 化合物 の 存在 は確認 で きな か っ た．ま た ノ ゲ

シ，オ ニ ノ ゲ シ，オ ニ タ ビ ラ コ の 3種 をカ ン サ イ タ ン ポ ポ

の 成 分 と 比 較 す る と カ ン サ イ タ ン ポ ポ に 認 め られ る

lupenyl　acetate （1），β・amyrin 　acetate （3），
taraxeryl 　ace −

tate （4），taraxasteryl　acetate （6），
α
一amyrin 　acetate （8）

は 3 種 に も共 通 して 含 まれ て い る．しか しカ ン サ イ タ ン ポ

ポ に 特 膚な neolupenyl 　 acetates
）

お よび lup−19（21＞−el1−

3β一yl　acetate3 ） は 3種 の 植物 に は確 認 さ れ な か っ た．ま た

コ ウ ゾ リナ か ら単離 され た gammacerane 系 トリテ ル ペ ノ

イ ド
6｝ や 細 ガ∫ chinensig か ら 単離 さ れ た 1xerenol8）の よ

うに 特異 な骨格 を．有す る化 合 物 も検 出さ れ なか っ た．

実　験 　の 　部

　融 点 は 熱 ブ ロ
ッ ク 型微量融 点 測定器 （柳本 MP −SI型 ）

で 測 定 し未補 1Eで あ る．　 IR は JASCO　IO2型，　 KBr 法 で測

定．111 −NMR は JEOL　JNM −GX270 ，　CDCI3で 測 定 ，
δ 値

（ppm ）で表示．　MS は JEOL　JMS −D30e （イ オ ン 化電圧3〔〕O

eV ）direct　inlet法 で 測 定．ガ ス ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

（GC ）

は 日 立163型 で 測 定，カ ラ ム は 1m ガ ラ ス カ ラ ム ，吸 着 剤

1．4％ SE−30／chromosorb 　G 　HP ，カ ラム 温 度26〔〕℃，キ ャ リ

アーガ ス N2，標 準 物質 cholestane ，検 出 器 FID で 測 定．

GC −MS は GC
，
　MS と 1司…一測 定 条件．カ ラム ク ロ マ トグ ラ

（126）
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R1

》

1RI ＝ttH ，βOAc ，　R2＝CH3
13Rl ＝O．　R2＝CH3
22Rl ＝aH ．βOH ，　R2＝CH3
29Rl ；α H，βOH ．　R2＝CH20H
32Rl ＝orH．βOH ，　R2；COOH

R2R

；α H ，βOAc
14R ＝023R

＝aH ，βOH

Rl3R

］
譎αH，βOAc ，R2こCH3

15R1 瓢0，　R2＝CH3
24RF αH，βOH，R2＝CH3
訓｝R1＝“H ，夢OH ，R2＝CH20H
33R1 ；α H，βOH 、R2匹cooH

R4R

＝aH ．βOAc
16R ＝025R

隔αH．βOH

AcO 0 R R

5 17 6　R；orH ，βOAc
18R ＝026
　R＝αH．βOH

7R ＝orH ，　POAc
19R ；027R

＝orH．βOH

R1 AcO AcO

8R1 ＝aH ，βOAc ，　Rz＝CH3
20R1 ＝0、　R2；CH3
28Rl ＝aH ，βOH ，R2＝CH3
31Ri ‘aH ，βOH ，R1＝CH20H
34Rl ＝aH ，βOH ，R2＝COOH

9 10

AcO

詩し》 裝

AcO

、i“し 》 k

o

1夏 　 12Chart

　 1，

21

フ ィ
ー

（CC ） は Kiesel　gel　60 （Merck）また は 20％ 硝酸

銀
一
シ リカ ゲ ル （Mallinkrodt）を吸 着 剤 と した．　 HPLC は

ポ ン プ は JASCO　880−PU ，検出器 は J
．
ASCO 　830−RI，カ ラ

ム は Senshu　Pak 　ODS ・3251−D 　5μ （8di　x 　250　rnm ），移 動相

と し て CH ，CN ：CHCI3 （9 ：1） ま た は CH ，CN を 使 用．

TLC は precoated　TLC 　plates　Silica　gel　60 （Merck ）を

使用 し，
ス ポ ッ トは 濃硫 酸 を噴霧後加熱発色 に より検 出し

た．植物材料 の 抽出は，細 切 し た生 の 材 料を，共沸した 水

を自動的に 分 離す る方 法 を用 い hexane で 3 回抽出，抽 出

液 は 濃 縮乾固 しエ キ ス を得 た．

　抽 出 と分 離

　1） ノ ゲ シ ： 東京都 田〕
．
田 市で 1990年 5 月に 採 集 し た ノ ゲ

シ の 根 2．650g を抽 出，抽 出液 と共 に 水 2，190　g を得 た．抽

出液 は 濃縮 乾 固 しエ キ ス 5．6g を得 た．こ れ を シ リ カ ゲ ル

CC に 付
’
し，　hexane，　benzene，　ether で 順 次 溶 出 し，　hexane ：

benzene （7 ：3）分 画 （A1）（1，4g），hexane；benzene（1 ：

／）分画 （B1）（0．lg），benzene 分画 （C1）（0，9g ），ether

分 画 （D1）（0．2g ）を得 た．

　2）オ ニ ノ ゲ シ （1 月採集）：東京都稲城市で 1990年 1月

に 採集 し た オ ニ ノゲ シ の iR1，10eg を抽出，抽出液 と共に

水870g を得 た．抽 出液 は 濃 縮 乾 固 しエ キス 2．9g を得 た．

こ れ を シ リカ ゲ ル CC に付 し，　 hexane，　 benzene，　 ether で

順次溶出し，
hexane ：benzene（8 ：2）分 画 （A2＞（0．7g ），

hexane：benzene（1 ：］）分画　（B2＞　（0．05　g），benzene分

画 （C2）（0．3g ）
，
ether 分画 （D2 ）（0．2g ＞を得 た．

　3） オ ニ ノ ゲ シ （6 月採集〉： 東京都 町 田市 で 1990年 6月

（127）
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に 採集 した オ ニ ノ ゲ シ の 根2，95（lg を抽 出 ， 抽 出 液 と共 に

水2，650g を得 た．抽 出液 は 濃 縮 乾 問 しエ キ ス 4．6g を得

た ．こ れ を シ リ カ ゲ ル CC に 付
’
し，　 hexane ，　 benzene ，

ethcr で 順次溶出し，　 hexane ：benzene （8 ：2）分画 （A3）

（1．1g ），　benzene 分 画 （B3） （0．3g），　benzene 分画 （C3）

（0．4g ），　ether 分 画 （D3 ） （0．lg ）を得 た ．

　4）オ ＝ 二・タ ビ ラ ：1 ： 東京都 町 田 市 で 1990年 5 月 に 採 集 し

た オ ニ タ ビ ラ コ の 根 5，900g を抽出，抽出液 と共 に 水4，860

g を得 た．抽 出 液 は 濃 縮乾 固 しエ キ ス 14．5g を得 た．こ れ を

シ リ カゲ ル CC に 付 し，　 hexane
，
　 benzene，　 ether で順 次 溶

lhし，　hexane；benzene（8 ：2）分画 （A4 ）（2，3g），benzene

分 圃 CC4）（O．8g ），ether 分 画 （D4 ）（1．1g ）を得 た，

　 ア セ テ ート分 画 （ノ ゲ シ Al，オ ニ ノ ゲ シ A2 ，
　A3 ， オ ニ

　 タ ビ ラ コ A4 ）

　Al 〜A4 分画 をそ れ ぞ れ 20％ 硝酸 銀
一
シ リ カ ゲ ル CC

［hexane ：benzene　C8：2）］ に て 分 離 した 後 ，
　IIPLC ［CH5 −

CN ：CHCi．， （9 ：1），流 量 4ml／min ］， 再結 晶 （acetone ）

を繰 り返 し行い 以
．
トの 化 合 物 を融 点 ，GC，　IR，　

iH −NMR で

標 品 8）
と 比 較 し同 定 した．

　Lupenyi　acetate （1）　AL 　200　mg ．　A2
， 12img．　A3，146

mg ．　A4，259　mg ．無色針状 結 晶，正IPLC 娠 18．6min ，　GC

Rt， 3．95．

Genmanicyl　acetate （2） Al ，185　mg ．　A2，103　mg ．　A3 ，

106mg ．　A4，81　mg ．無色鱗 片 状 結 晶，　HPLC 　tR　24．Omin ，

GC 　RtR　3．74．

　β
一Amyrin　acetate （3）　Al ，128　mg ．　A2 ，62　mg ．　A3 ，

126

mg ，　A4，251）mg ．無 色 針 状 結 晶 ，　HPLC 　 tR　25，4min ，　GC

RIR　3．66．

　Taraxeryl　 acetate （4）　A ユ，21　mg 、　 A2，1mg ．　 A4，28

mg ．無色針状結晶，　GC 　R畩 3．44．

　Multiflorenyl　acetate （5）　A2，0．3mg ．　A4，14　mg ．　GC

RtR　4．33．

　Taraxasteryl　acetate （6）　A1 ，125　mg ．　A2 ，50　mg ．　A3，

193mg ，　 A4，878　mg ．無色板 状 結 晶，　 HPLC 　 tR　 22．5min ，

GC 　RtR　4．80．

　ψ・Taraxasteryl　acetate （7）　 A1，］23　mg ．　A2，30　mg ．　A3 ，

36　mg ．　A4 ，17mg ．無色板状結晶，　GC 　RIR　4．76．

　α ・Amyrin 　acetate （8）　Al，243　mg ．　A2 ，88　mg ．　A　3，147

mg ．　A4
，
199　mg ．無 色鱗 片 状 結 晶，　GC 　RIR　3．94．

　Bauerenyl　acetate （9）　Al，33　mg ．　A2，4　mg ．　A3，21

mg ．　A4 ，151　mg ．無 色 板 状 結 晶 ，　HPLC 　tR　26．8min ，　GC

RtR　4．64．

　 Isobauereny1　acetate （10） A2，10　mg ．無 色針 状 結 晶，

（｝CRt ，，3．95．

　Butyrog．　permyl 　 acetate （11）　A3，8mg ．　 A4，8mg ．　GC

R 渉R3 ．62．

　Tirucalla−7，21・dien−3β・yl　acetate （12）　A3，3mg ・A4，

10mg ，　GC 　RtR　4，13．

　ケ トン 分 画 （ノゲ シ Bl ， オ ニ ノ ゲ シ B2，　B3）

　B1 分 画 （ノ ゲ シ ）は シ リカ ゲ ル CC　l
．
hexane ：benzene

（6 ：4）］，20％ 硝 酸銀一シ リカ ゲ ル CC ［hexane ：benzcne

（1 ：1）］に て分 離 した 後 ， 各分 「由1を HPLC （CH ．eCN ，流 量

5m 】／rnin）を行 い 以下 の 化合物 を GC，　MS ，
111 −NMR で標

品
6・8） ま た は 文 献値

9・10 〕
と比 較 し 同定 した．ま た B2，　B3 分

画 （オ ニ ノ ゲ シ ）は それぞ れ シ リ カ ゲ ル CC ［hcxane ：

benzene （6 ：4）］，2e％ 硝 酸 銀一シ リカ ゲ ル CC ［hexane ：

benzene （1 ：1）1 に て 分 離 i．、た後，各分 画 の GC，1H
．−NMR

を標 品
6・8 〕

また は 文献値
9｝ と比 較 しそ れ ぞ れ の 分画 の 主成

分 を同定 し，さ らに GC，
1H −NMR の ．「 重結合 プ ロ トン の

積 分 値 に よ り定量 し た．

　1．upen ‘me 　（13）　B1，11ng．　 B2 ，1mg ．　 B3
，
　 trace 、

HPLC 　tR　23．2min，　GC 　R ’R　2．87．

　Germanieone　（14）　B1 ，2mg ．　 B2 ，0．9　rng ．　 B3，　 trace．

HPLC 　tR　29．5min ，　GC 　Rtl〜 2．65．

　β一Amyrenone （15）　BL 　l　mg ．　B2 ，0．8mg ．　 HPLC 　tR

31．4nlin，　GC 　Rt
， 2．65．

　Taraxerone（16）　Bl，0．1mg ．　B2
，
0．2mg ．　GC　Rオk　2．38．

　Friedelin（17）　Bl
，
　 O．7mg ．　 B2，2mg ．　HPLC 　 iR　42．6

min ，　GC 　RtR　3．88．

　Taraxasterone　（18）　B］，　 l　mg ，　B2，0．7　mg ．　 B3，　trace，

HPLC 娠 28．4min ，　GC 　Rtl
， 3．48．

　ψ・Taraxasterone（19）　 Bl，0．2m 募．　GC 　RtR　3．43．

　α
．Am 罪 enone （20 ）　B1，2mg ．　B2，1　rng ．　｝IPILC　tH　35．1

min ，　GC 　RtR　2．87．

　 24−Methylenecye】oartanone （21）　Bl，0．4mg ．　HPI，C　tR

37．7min，　MS 　m ／z ：438 （M ＋
），424，423，409，355，313，300，

205，175，
138．

　ア ル コ
ー

ル 分画 （ノ ゲ シ C1， オ ニ ノ ゲシ C2，C3 ， オ ニ タ

　 ビ ラ コ C4）

　 C1 分 画 （ノ ゲ シ）は シ リカ ゲ ル CC （benzene ）に て 精 製

し た 後，HPLC ［CH ，CN ：CHCI ， （9 ：1），流量 5ml ．fMiIl］，

再 結 晶 （acetone ） を行 い 以下 の 化 合 物 を 融 点，　 GC ，

111 −

NMR で 標 品 8）
と 1．匕較 し同定 した．ま た C3，　C4分画 （オ ニ

ノ ゲ シ 6 月採集，オ ニ タ ビ ラ コ ）は そ れ ぞ れ シ リ カ ゲ ル CC

（benzene）に て 精 製 し た 後，各分 画の GC ，　GC −MS ，　
LH −

NMR を 標 品
s｝ と 比 較 しそ れ ぞれ の 分 画 の 主 成 分 を 11ij定

し，さ ら に GC，
’H −NMR の 二 重 結合 プ ロ トン の 積 分 値 に

よ D 定 景 した．

　Lupeol　（22）　　C］，53　rng ．　 C3，42　m9 ．無 色 金1．♪吠 k，／／晶，

HPLC 　tk　16．1　min ，　GC 　Rt
［、3．05，　MS 　m ／2 ：426 （M ＋

），411，

408，393，207，203，189．

　 Germanicol（23）　 C1，21　rng ．　C3，2 　mg ．　GC 　RtR　2．69，

MS 　 mfa ： 426 （Mf ），411，408，393，207，205，204，189，

177．
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　β・Amyrin （24）　C1，69　mg ．　C3，62　mg ．　C4，90　mg ．無 色

針状結品，
｝IPLC　trt　21．8　min ，　GC 　R オR　2．76，　MS 　m ／x ：426

（M →

），4ユ1，408，393，218，207，203，189．

　 Taraxerol（25）　C1，36　mg ．　C3 ，139　mg ．　C4，62　mg ，　GC
R 猷 2．69，MS 　mk ： 426 （M ÷

），
411，408， 393，302，284，257，

218，207，204，189．

　Taraxasterol （26）　 C1，54　mg ．　C3，21　mg ．　C4，178　mg ．

無 色針 状結 晶，IIPLC ’R　2  ．6min，　GC 　RtR　3．66，　MS 嬲 ／ガ

426 （M ＋

），
411

， 408，393，218，2e7，203，189．

　 蟹一Taraxastero垂 （27）　C1，56　mg ．　 C3，57　mg ．　 C4，191

mg ．　HPLC ちく 22．9min ，　GC 　RtR　3．60，　MS 　m ／2 ：426 （M
．
＋
．
），

411，408，393，
218

，
207

， 203，189．

　 a．Amyrin （28）　 C1，82　mg ．　C3 ，74　mg ．　C4，93　mg ．無 色

針 状 結 晶，HPLC 　tR　24．8min
，
　GC 　RtR　3．02，　MS 規 ／g ：

426 （M ＋

），411，408，393，218，207，203，ユ89．C2 分 画 （オ ニ

ノ ゲ シ 1月 採 集）は Ac20 −pyrid ｛ne で 常法 に よ t）ア セ チル

化 を 行 っ た 後 20％ 硝 酸 銀 ．
シ ワ カ ゲ ル CC ［hexane ：

benzene （8 ：2）］に て 分 離、し，各分 画 の GC，　GC −MS ，】H −

NMR を標 品
B）

と比 較 し そ れ．そ れ の 分 画 の 主 成分 を同定

し，さ ら に GC ，
】H ．NMR の 二 重 結 合 プ ロ トン の 積 分 値 に

よ り定量 した ．

　Lupeny｝acetate （22a） 6mg ．　GC 　RtR　3．88，　MS 卿 z ：

468　（M ＋

），453，408，393，249，218，204，203，189，

　Germanieyl　acetate （23a） 6mg ．　GC 　RtR　3．62，MS 　m 　z ：

468 （M ＋

〉，453，408，393，249，218，205，204，203，189．

　β・Amyrin　acetate （24a） 4　mg ．　GC 　RtR　3．62，　MS 　mk ：

468 （M →

），453，408，393，249，218，203，189．

　Taraxcryl　acetate （25a） 6mg ．　GC　R’R　3．39，　MS 　m ／z ：

468　（翫｛
←
），453，408，393，344，329，284，269，257，204，189，

121．

　Taraxasteryl　acetate （26a） 3mg ．　GC 　R娠 4．69，　MS

m ／ε ： 468 （M ＋

），453，408，393，249，218，204，2 3，189．

　 α・Amyrin 　aeetate （28a）　5mg ．　GC　Rti， 3．88，　MS 　m ／x ：

468　〔M
＋

），453，408，393，249，218，203，189．

　ジ オール ，酸分 画 （ノゲ シ Dl，オ ニ ノ ゲ シ D2，　D3，オ ニ

　 タ ビラ コ D4）

　Dl ，D3，　D4 分 画 （ノ ゲ シ，オ ニ ノ ゲ シ 6 月 採 集， オ ニ タ

ビ ラ コ ）は そ れ ぞれ シ リカ ゲ ル CC ［benzene：ether （9 ：

1）］に て分 離 し た．後，各分 画を HPLC （CH ，CN ，流
．
量 3ml／

min ），再 結 晶 （MeOH ）を繰 り返 し行 い 以下の 化合物 を 融

点，lH −NMR で 標 品
7・H 〕 と比 較 し 同定 した．な お 化合物 29

〜31，33，34は HPLC ，　IH −NMR の 二 重結 合 プ
．
ロ 1・ン の 積

分値 に よ り定
．
蹟 し た．

　BetUlin （29）　Dl，4mg ．　HPLC 　tR　II．4　min ，　
IH −NMR

（δ）　：　0．981　（H −23），0．761．　（｝1−24＞，0．825　（II−25），ユ，〔〕22

（｝1−26），〔〕．969　（H
・27），3．335，3．802　（d，ノ蕭11．  Hz ．　H −28），

4．581，4．683　（II
−29），　1．683　（II−30），3．ユ9〔〕　（dd， ノ

＝5．2，

10．711z，　H ・3）．

　 Erythrodio1（30）　Dl ，2mg ．1．IPLC　 tH　 L4．4min ，　 III −

NMR （δ）： 0，997 （H −23），0．790 （H ．24＞，0．932 （H −25），

0．941 （H ．26），
Ll68 （H −27），3．217，3．557 （d，ノτ11．OHz ，

H ・28），0．875　（II−29〕，0．889　（H ・3〔，〉，3．225　（dd，ノニ4．4，

1（）．5Hz ，　H ・3），5．195　（dd，ノ．・＝3．7，3．7Hz ，　H −12＞。

　Uvaol （31）　Dl，4mg ．　 IIPLC　 IR ！5、4　 min ，　
iH ・NMR

（δ）　：0．99ユ　（1．1−23），　0．794　（H ・24＞，　0．951　（II−25），0．999

（1・1−26），1．104（H −27），3．19．　8，3．533 （d，Y−・11．OHz ，H −28），
0．808 （d，ノ＝ 7．3Hz ，　H −29），0，942 （d，ノ＝5．2Hz

，
　H −30），

3．227　（dd， ノ
＝5．2，10．4Hz ，　H・3），5．14D　（dd，ノ＝3．5，3．5

11z，　H −12）．

　Be 加 linic　acid （32）　D1，7mg ．　 IIPLC 娠 9．5　 min
，
　

iH −

NMR （δ）：0，975 （H −23），O．755 （II−24），0．824 （H ・25），

0．939 （H −26），0．965 （H ・27），4．609，4．736 （H −29），1．691

（H −30＞，3．ユ86 （dd，∫罵5．3，10．5Hz ，　H ・3）．

　01eanolic　acid （33）　D1，37　mg ．　D3 ，39　mg ．　D4，9mg ．

HPLC 　tR　l1．5nlln，1H ．NMR 〔δ 〉：O．99，　O （H ・23），0，779

（II−24），0．932　（H −25），0．773　（正
．1−26），1．142　（H ．27），0．912

（H −29），0，912 （II−30），3．219 （dd，ノ兀5．2， 1  ．1Hz ，　H ・3），
5，287　（dd ， ノ

＝：3．7，3．7Hz ，　 II−12），2，823　（dd，ノ＝4．L
ユ3．9Hz ，　H −18）．

　Ursolic　 acid （34）　D1 ，26　mg ．　 D3，23　 mg ．　D4，5mg ．

HPLC ちく 12．3min ，
　

IH −NMR （δ）： 0．988 （H −23），O．776

（H −24＞，0．930 （H −25），0，789（H −26），1．084 （H ・27），0．776

（d，ノ＝7．OI．lz，　H −29），
0．944 （d，／：一，7．6Hz ，　H −30），3．220

（dd，ノ＝5．0，ユ0．5Hz ，　H −3），5．255　（dd，ノー・3．5，3．5Hz ，
H −12），2．189（bd，ノ＝ll．6Hz ，　H −18）．　 D2 分 ［由i（オ ニ ノ ゲ

シ 1 月採 集） は diazomethaneで メ チ ル 化 した 後，以 下 の

化 合物 2 種 の 混合物 の ま ま GC ，　
iH −NMR を標品

η
と比較

同定 し，さ らに GC ，　
iH −NMR の 二 亜 結 合 プ ロ トン の 積分

値 に よ り定量 した ．33m ，34m は GC 　Rtll，　
LH −NMR の ケ ミ

カ ル シ フ ト値 が 以 下 に 示 す ように 相違す る た め，混 合物 の

ま まで 充分 同定 しえた．

　Methyl 　 oleanolate （33m ） 8mg ．　 GC 　 RtR　 4．28，　 LH −

NMR （δ）： 0．987 〔H ．23），0．780 （H ．24），O．904 （H −25），

0，721 （H −26），／，129 （H −27），0．897（H −29），0．925 （II−30＞，
3．215　（dd，ノ＝4．9，］0．7Hz ，　H ・3），5．281　（dd，ノニ3 ．5，3．5

Hz ，　H −12），2．858 （dd，ノ・
一・

　4．3，13．7Hz ，　 H −18），3．624

（−COOCH3 ）．

　Methyl　ursolate （34m ）　1］．　mg ．　GC 　RtK　4．80，　ill −NMR

（δ）：　｛｝，987 （II−23），G．780　（II−24），0，918 （H ．25），0．743

（H ・26），1．076 （H −27）10 ．857 （d，ノ＝1
−6．411z

，
　H −29）， 0．940

（d，ノニ6．4Hz
，
　H −3 ），3．215 （dd，ノ＝4．9，1  ．7Hz ，　H −3），

5，245（dd，ノ＝3．5，3．5Hz ，　H 一ユ2），2．227 （bd，ノ＝11．3Hz ，
1−1−18），3．605　（・COOCH3 ）．
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